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ベ
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蔵
野
大
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部
教
授
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一　

グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
た

　
　
　
　
　
　
　
　

企
業
研
修
「
心
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」

　

グ
ル
ー
プ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
研
究
所
（Group D

ynam
ics Institute, Inc. GD

I

）
は
、
日
本
の
中
小
研
修
会
社
の
ひ
と
つ

で
あ
り
、
一
九
七
五
年
八
月
に
設
立
さ
れ
た
。
一
九
七
三
年
一
〇
月
、 

栁
平
彬
氏
が
米
国
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
に
て
、
ボ
ブ
・
コ
ン
ク

リ
ン
（Bob Conklin

）
が
考
案
し
た
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
「
心
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
（A

dventures In A
ttitudes, 

A
IA

）」
公
開
コ
ー
ス
に
参
加
し
、
Ａ
Ｉ
Ａ
日
本
語
版
開
発
権
を
獲
得
し
た
の
が
、
そ
の
設
立
契
機
で
あ
っ
た
。

　

一
九
七
六
年
二
月
に
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｉ
は
Ａ
Ｉ
Ａ
コ
ー
ス
を
開
設
し
た
。
一
〇
年
後
の
一
九
八
五
年
一
一
月
に
は
、 

Ａ
Ｉ
Ａ
参
加
者
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は
一
〇
万
人
に
、
一
九
九
三
年
二
月
に
は
三
〇
万
人
に
達
し
、
二
〇
〇
二
年
五
月
に
は
Ａ
Ｉ
Ａ
参
加
者
は
四
〇
万
人
を
超
す
に
及

ん
だ
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
企
業
研
修
会
社
は
、
現
在
の
日
本
で
は
、
一
〇
〇
〇
社
を
超
え
る
と
い
う
競
争
的
市
場
下
に
あ
る
。

　

Ｇ
Ｄ
Ｉ
の
企
業
理
念
は
、
グ
ル
ー
プ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
（
集
団
力
学
）
を
活
か
し
た
相
互
啓
発
の
場
を
通
じ
て
、
自
己
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
存
在
理
由
、
哲
学
信
念
を
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ａ
Ｉ
Ａ
の
場
を
通
じ
て
、
心
構
え
や

態
度
の
変
革
を
起
こ
し
、
人
生
を
よ
り
積
極
的
に
生
き
る
プ
ロ
セ
ス
を
支
援
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

Ａ
Ｉ
Ａ
は
、
自
発
的
な
や
る
氣
（
内
発
的
意
欲
）
を
喚
起
し
、
こ
こ
ろ
の
筋
肉
を
鍛
え
、
左
記
の
三
つ
の
目
標
を
達
成
す
る
た

め
に
、
全
三
〇
時
間
、
一
〇
ラ
ウ
ン
ド
、
七
四
課
題
に
わ
た
る
グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
Ｇ
Ｄ
）
を
通
じ
た
三
日
間
の

合
宿
形
式
を
と
っ
て
い
る
。

１
．「
志
」
を
持
っ
た
人
生
目
標
・
哲
学
信
念
・
未
来
設
計
の
明
確
化

２
．
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
と
人
間
関
係
・
職
場
・
組
織
の
活
性
化

３
．
危
機
管
理
に
お
け
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
エ
ラ
ー
の
防
止

ラ
ウ
ン
ド
１　

効
果
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ラ
ウ
ン
ド
２　

心
構
え
の
自
覚

ラ
ウ
ン
ド
３　

感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
仕
方

ラ
ウ
ン
ド
４　

人
間
理
解
の
方
法

ラ
ウ
ン
ド
５　

魅
力
的
な
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
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ラ
ウ
ン
ド
６　

人
間
関
係
の
改
善
法

ラ
ウ
ン
ド
７　

説
得
力
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

ラ
ウ
ン
ド
８　

や
る
氣
を
起
こ
す
方
法

ラ
ウ
ン
ド
９　

未
来
設
計
の
明
確
化

ラ
ウ
ン
ド
10　

新
し
い
人
生
へ
の
旅
立
ち

　

一
方
的
な
講
義
ス
タ
イ
ル
で
は
な
く
、
二
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
（
１
ユ
ニ
ッ
ト
九
〇
分
）
か
ら
な
る
ラ
ウ
ン
ド
毎
に
、
四
～
六
人
規

模
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
る
Ｇ
Ｄ
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
、
ゲ
ー
ム
な
ど
が
用
意
さ
れ
、
参
加
者
同
士
に
よ
る
相
互
啓
発
・
実
践

学
習
が
な
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
普
段
気
づ
か
な
か
っ
た
既
成
概
念
に
気
づ
き
、
積
極
的
な
心
構
え
を
身
に
つ
け
、
そ
れ
を
行
動

に
移
す
こ
と
を
、「
心
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
と
呼
ん
で
い
る
。
ま
た
、Ｇ
Ｄ
Ｉ
公
認
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
コ
ー
ス
を
担
当
し
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
指
示
し
て
あ
る
通
り
に
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
進
行
さ
せ
、
時
間
の
管
理
を
行
う
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

リ
ー
ダ
ー
が
決
め
ら
れ
、
リ
ー
ダ
ー
は
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
グ
ル
ー
プ
を
リ
ー
ド
し
、
討
論
結

果
を
取
り
ま
と
め
て
発
表
す
る
。
課
題
ご
と
に
リ
ー
ダ
ー
は
交
代
し
、
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
の
構
成
メ
ン
バ
ー
も
、
く
じ

引
き
で
入
れ
替
え
を
行
う
。

　

対
象
者
は
、中
堅
管
理
職
や
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
、営
業
職
、職
種
転
換
候
補
者
、昇
進
前
の
部
門
長
、昇
進
候
補
者
、中
高
年
層
、

入
社
三
ヵ
月
位
の
新
入
社
員
、
学
校
の
先
生
、
医
者
、
就
職
活
動
を
し
て
い
る
学
生
、
第
二
の
人
生
を
迎
え
て
い
る
人
、
公
務
員

な
ど
で
あ
る
。

　

Ａ
Ｉ
Ａ
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
す
で
に
、
高
木
晴
夫
氏
、
千
田
茂
博
氏
に
よ
っ
て
、「
自
分
は
環
境
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
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と
い
う
積
極
的
な
自
己
認
知
を
促
進
す
る
効
果
が
あ
る
と
分
析
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ
Ａ
は
、
組
織
活
性
化
の
た
め
の
基
本

と
な
る
個
人
の
活
性
化
に
も
効
果
が
あ
る
と
い
う

（
2
（

。

　

つ
ま
り
、
Ａ
Ｉ
Ａ
は
、
参
加
者
の
自
己
認
知
が
、
次
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
変
容
す
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
る
。

　

⑴　

参
加
者
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
Ｇ
Ｄ
を
行
う
。

　

⑵　

参
加
者
は
、
Ｇ
Ｄ
を
通
じ
て
、
自
己
イ
メ
ー
ジ
を
洞
察
し
、
他
者
か
ら
ど
う
見
ら
れ
て
い
る
か
を
知
る
。

　

⑶　

参
加
者
は
、
自
己
イ
メ
ー
ジ
を
明
確
に
し
、
自
ら
の
人
と
な
り
に
消
極
的
な
部
分
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。

⑷　

参
加
者
は
、
積
極
的
な
新
し
い
自
己
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
な
ら
ば
、
自
分
自
身
が
変
容
し
、
自
己
宣
言
を
通
じ
て
、
自
己
認

知
を
変
容
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑸　

参
加
者
は
、
自
分
な
り
の
個
性
を
発
展
さ
せ
る
自
己
イ
メ
ー
ジ
と
目
標
を
定
め
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
計
画
を
考
え

る
。

表
１　

Ａ
Ｉ
Ａ
の
効
果
測
定
の
た
め
の
質
問
群
Ⅰ

①

話
し
上
手
と
い
う
よ
り
聴
き
上
手
で
あ
る
。

②

相
手
が
話
し
て
い
る
と
き
、
自
分
の
意
見
を
は
さ
ま
ず
じ
っ
く
り
と
聞
く
。

③

自
分
の
欠
点
や
短
所
を
気
に
し
た
り
悩
ん
だ
り
せ
ず
、
長
所
を
生
か
そ
う
と
す
る
。

④

嫌
い
だ
、厭
だ
、が
っ
か
り
、疲
れ
た
等
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
消
極
的
な
言
葉
を
使
わ
ず
、自
分
に
プ
ラ
ス
に
な
る
積
極
的
な
言
葉
を
使
う
。

⑤

感
情
的
に
な
っ
た
り
、
カ
ッ
と
な
っ
た
り
せ
ず
、
気
持
は
安
定
し
て
い
る
。

⑥

ほ
か
の
人
が
、
自
分
の
噂
を
し
て
い
て
も
気
に
せ
ず
冷
静
で
い
ら
れ
る
。
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⑦

他
人
に
つ
い
て
あ
れ
こ
れ
批
判
し
た
り
、
判
断
し
た
り
せ
ず
、
そ
の
人
を
理
解
す
る
よ
う
に
努
め
る
。

⑧

他
人
の
欠
点
や
短
所
を
気
に
し
た
り
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
せ
ず
、
他
人
に
対
し
て
寛
大
で
あ
る
。

⑨

人
に
忠
告
や
批
判
を
す
す
ん
で
求
め
る
。

⑩

引
込
思
案
に
な
ら
ず
、
人
に
積
極
的
に
話
し
か
け
る
。

⑪

人
の
長
所
を
見
つ
け
て
積
極
的
に
ほ
め
る
。

⑫

自
分
の
思
い
ど
お
り
に
な
ら
な
い
問
題
に
ぶ
つ
か
っ
て
も
イ
ラ
イ
ラ
せ
ず
に
じ
っ
く
り
忍
耐
強
く
取
組
む
。

⑬

自
分
は
人
に
よ
い
印
象
を
も
た
せ
ら
れ
る
。

⑭

話
し
合
い
の
と
き
、
自
分
の
見
解
の
主
張
よ
り
、
相
手
の
見
地
に
立
っ
て
考
え
る
よ
う
に
努
め
る
。

⑮

自
分
の
生
き
方
や
仕
事
に
信
念
を
も
っ
て
い
る
。

⑯

失
敗
を
気
に
し
た
り
思
い
出
し
た
り
せ
ず
、
成
功
体
験
を
思
い
出
す
よ
う
に
す
る
。

⑰
「
忙
し
い
」
と
か
「
出
来
な
い
」
と
か
い
う
こ
と
ば
を
使
わ
ず
、
時
間
を
効
果
的
に
活
用
し
て
い
る
。

⑱

本
を
読
ん
だ
り
、
夜
間
の
学
校
に
通
っ
た
り
し
て
、
自
己
啓
発
の
た
め
の
時
間
を
毎
日
と
っ
て
い
る
。

⑲

将
来
に
期
待
し
、
目
標
を
持
っ
て
生
き
て
い
る
。

⑳

自
分
が
人
生
に
な
に
を
求
め
、
な
に
に
な
り
た
い
か
と
い
う
生
涯
設
計
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
高
木
氏
ら
は
、
Ａ
Ｉ
Ａ
参
加
者
の
積
極
的
な
人
格
へ
の
変
容
効
果
を
測
定
す
る
た
め
に
、
仕
事
や
生
活
に
お
け
る
前

向
き
な
「
考
え
方
」
や
積
極
的
な
態
度
に
関
す
る
質
問
群
Ⅰ
と
、
積
極
的
で
前
向
き
な
活
動
や
行
動
の
「
実
行
」
に
関
す
る
質
問

群
Ⅱ
を
、
五
段
階
評
価
で
作
成
し
た
。
Ａ
Ｉ
Ａ
の
研
修
直
前
と
直
後
に
、
質
問
群
Ⅰ
と
Ⅱ
に
Ａ
Ｉ
Ａ
参
加
者
に
回
答
し
て
も
ら
い
、
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両
者
を
比
較
し
て
、
Ａ
Ｉ
Ａ
の
効
果
測
定
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
は
、
研
修
直
後
の
回
答
は
、
直
前
の
回
答
よ
り
も
、
す
べ
て
の

項
目
で
、
肯
定
的
な
評
価
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
Ａ
Ｉ
Ａ
が
、
参
加
者
に
積
極
的
な
考
え
方
や
態
度

を
も
た
せ
、
積
極
的
な
行
動
を
実
行
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
効
果
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
。

　

Ｇ
Ｄ
Ｉ
で
は
、
高
木
氏
ら
の
研
究
後
、
質
問
群
Ⅰ
を
使
用
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
継
続
的
に
実
施
し
て
き
て
い
る
。
表
１
は
、

質
問
群
Ⅰ
の
二
〇
の
質
問
項
目
で
あ
る
。
図
１
は
、
最
近
、
Ａ
Ｉ
Ａ
に
参
加
し
た
人
た
ち
一
九
五
人
の
項
目
別
の
研
修
直
前
と
直

後
の
平
均
点
を
折
れ
線
グ
ラ
フ
で
図
表
化
し
た
も
の
で
あ
る

（
3
（

。
明
ら
か
に
、
Ａ
Ｉ
Ａ
研
修
直
前
よ
り
も
直
後
の
方
が
、
肯
定
的
な

評
価
を
な
す
人
が
多
い
。
Ａ
Ｉ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
仕
事
や
生
活
に
お
け
る
前
向
き
な
考
え
方
や
積
極
的
な
態
度
を
促
進
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

　
　

二　

二
〇
一
三
年
参
議
院
選
挙
と
青
年
の
ヤ
ル
氣
・
意
識
調
査

　

Ｇ
Ｄ
を
通
じ
た
企
業
研
修
の
高
等
教
育
へ
の
導
入
効
果
を
測
定
す
る
た
め
に
、
二
〇
一
三
年
六
月
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
予
備
）
調

査
と
し
て
、「
次
期
参
院
選
と
青
年
の
や
る
氣
・
意
識
調
査
」
を
実
施
し
た
。
被
験
者
は
、
武
蔵
野
大
学
政
治
経
済
学
部
と
関

西
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部
の
学
生
二
九
二
名
で
あ
る
。
被
験
者
の
内
訳
は
、
性
別
に
見
る
と
、
男
性
が
一
四
七
名
、
女
性
が

一
四
四
名
で
あ
る
。
学
年
別
に
み
る
と
、
一
年
生
が
九
九
名
、
二
年
生
が
七
三
名
、
三
年
生
が
八
八
名
、
四
年
生
が
三
〇
名
で
あ

る
。
サ
ン
プ
ル
は
比
較
的
偏
り
の
な
い
分
布
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
支
持
政
党
や
投
票
予
定
政
党
も
一
般
の
世
論
調
査
と
近
似
し

て
お
り

（
4
（

、
選
挙
結
果
を
十
分
予
測
で
き
た
デ
ー
タ
で
あ
り
、
被
験
者
が
正
確
に
回
答
を
施
し
て
お
り
、
デ
ー
タ
の
質
も
高
い
と
判

定
で
き
る
。
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パ
イ
ロ
ッ
ト
調
査
で
は
、
先
述
の
Ａ
Ｉ
Ａ
の
効
果
測
定
に
関
す
る
質
問
群

Ⅰ
の
二
〇
項
目
も
学
生
た
ち
に
回
答
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
結
果
は
、
図
１

に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
般
社
会
人
の
Ａ
Ｉ
Ａ
研
修
直
前
よ
り
も
全
体

的
に
低
い
。
し
か
し
、
項
目
別
の
平
均
点
の
変
化
は
、
一
般
社
会
人
の
Ａ
Ｉ

Ａ
研
修
直
前
の
平
均
点
と
極
め
て
高
い
相
関
（
ピ
ア
ソ
ン
の
相
関
係
数
〇
・

八
九
）
示
し
て
お
り
、
学
生
の
傾
性
は
一
般
社
会
人
と
極
め
て
類
似
し
て
お

り
、
Ａ
Ｉ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
学
生
た
ち
が
体
験
す
れ
ば
、
す
べ
て
の
項
目
で

平
均
点
が
増
す
こ
と
が
容
易
に
推
定
で
き
る
。

　

パ
イ
ロ
ッ
ト
調
査
で
は
、
Ａ
Ｉ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
教
育
へ
の
一
般
的
効

果
ば
か
り
で
な
く
、
学
生
た
ち
の
政
治
的
社
会
化
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
る

か
ど
う
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
主
眼
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
副
産

物
と
し
て
、
青
年
の
「
や
る
氣
」
意
識
の
低
下
と
「
自
殺
志
向
」
と
い
う
社

会
病
理
と
も
い
う
べ
き
現
象
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
、
Ａ
Ｉ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
、
そ
の
よ
う
な
症
候
群
を
矯
正
す
る
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
も
考
察
の

対
象
と
し
た
。

　

日
本
で
は
若
者
の
政
治
離
れ
、
投
票
率
の
低
下
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
調
査
で
は
、
若
者
の
投
票
・
棄
権
を
規
定
す
る
要
因
に

つ
い
て
、
パ
ス
解
析
を
行
っ
た
。
図
２
は
、
そ
の
結
果
を
示
し
て
い
る
。
投

AIA研修直前の参加者の得点

AIA研修直後の参加者の得点

学生の得点（2013 年予備調査）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

2.3 2.4 1.9 1.7 2.1 1.6 2.1 1.9 1.7 2.0 2.1 2.0 2.1 2.2 2.1 1.9 1.6 1.7 2.0 1.6

3.03.32.73.03.13.33.33.33.3 2.93.12.93.23.42.73.23.13.23.2 3.4

2.0 2.0 1.6 1.5 1.7 1.3 1.9 1.8 1.6 1.5 1.9 1.7 1.7 1.71.8 1.5 1.51.3 1.2 1.6

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

図１　AIA 効果測定のための項目別平均得点
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票
動
機
は
、
自
己
利
益　
　
　

社
会
協
調　
　
　

参
院
選
へ
の
関
心 

　
　
　

投
票
と
い
う
因
果
連
鎖
が
有
意
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

従
来
の
調
査
で
は
、
投
票
義
務
感
と
当
該
選
挙
へ
の
関
心
と
い
う
二
つ

の
要
因
が
前
面
に
出
て
き
た
が
、
今
回
の
参
議
院
選
挙
で
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
調
査
で
は
、
参
院
選
へ
の
関
心
の
み
が
重
要
な
要
因
と
し
て
突
出
し

て
い
る
。
し
か
も
、
一
見
矛
盾
す
る
よ
う
に
見
え
る
が
、「
選
挙
で
投

票
に
行
く
の
は
、自
己
利
益
を
守
る
た
め
で
あ
る
」と
い
う
意
識
が
、「
選

挙
で
投
票
に
行
く
の
は
、
社
会
と
協
調
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
意

識
を
生
み
出
し
、
そ
の
よ
う
な
社
会
協
調
意
識
が
若
者
た
ち
の
参
議
院

選
挙
へ
の
関
心
を
高
め
、
若
者
た
ち
は
投
票
に
出
か
け
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
選
挙
を
通
じ
て
、
自
己
利
益
を
守
る
こ
と

が
、社
会
協
調
を
生
み
出
す
と
い
う
新
た
な
知
見
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。

「
自
己
保
存

（
5
（

」
の
た
め
に
は
社
会
協
調
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
本
能
が

働
い
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
ら
に
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
調
査
で
は
、「
普
段
、
や
る
氣
が
な
く
な
る

こ
と
が
あ
る
」
と
答
え
た
者
が
、
八
五
・
八
％
に
も
上
り
、
二
〇
一
二

年
六
月
に
実
施
し
た
同
様
の
「
次
期
総
選
挙
と
青
年
の
や
る
氣
・
意
識

調
査
」（
被
験
者
数
二
一
六
六
人
）
よ
り
も
、
六
％
増
加
し
た
。
さ
ら

政治的関心

参院選関心

社会協調

自己利益

消費税反対

投票義務感

投票棄権

e1

e2

e3

e4

e5

e6

.43

.23

.22

.48

.36

.35

.18

-.10

.05

.12

.14

.23

.15

.20

.05

図２　2013 年参院選挙への投票要因（パス解析）
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に
、「
今
ま
で
の
人
生
で
自
殺
を
し
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
」
と
答
え
た
者
は
、
三
九
・
二
％
で
あ
り
、
同
様
に
、
前
年
度
よ

り
も
七
％
増
加
し
た
。
こ
の
よ
う
な
学
生
た
ち
の
社
会
病
理
と
で
も
言
え
る
症
候
群
は
、
日
本
の
経
済
危
機
と
深
く
関
連
性
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
六
〇
年
代
の
高
度
経
済
成
長
後
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
に
、
低
成
長
時
代
を
迎
え
、
オ
ウ
ム
真
理
教
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
な
第
三
次
宗
教
ブ
ー
ム
が
生
ま
れ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
九
一
年
に
は
バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
し
、
日
本
は
「
失
わ
れ

た
二
〇
年
」
と
い
う
長
期
不
況
を
経
験
し
、
一
九
九
八
年
に
は
、
日
本
の
自
殺
者
の
数
は
一
気
に
急
増
す
る
。
調
査
対
象
者
の
学

生
た
ち
は
、
こ
の
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
と
同
時
に
生
ま
れ
、
思
春
期
を
長
期
不
況
の
真
っ
た
だ
中
で
育
っ
た
。
低
成
長
時
代
は
若
者

た
ち
の
間
で
は
、
癒
し
を
求
め
て
宗
教
ブ
ー
ム
が
発
生
し
た
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
時
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
宗

教
に
代
わ
っ
て
、「
自
殺
志
向
」が
若
者
の
間
に
蔓
延
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
内
閣
府『
自
殺
対
策
白
書
』（
二
〇
一
三

年
度
版
）
に
よ
れ
ば
、
自
殺
者
の
全
体
の
数
は
九
年
ぶ
り
に
、
三
万
人
を
下
回
っ
た
け
れ
ど
も
、
二
〇
代
の
自
殺
死
亡
率
は
高
ま

る
傾
向
に
あ
る
と
い
う
。

　
　

三　

Ａ
Ｉ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
高
等
教
育
導
入
の
効
果
に
つ
い
て

　

Ａ
Ｉ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
高
等
教
育
導
入
の
効
果
を
考
察
す
る
た
め
に
は
、
Ａ
Ｉ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果
測
定
に
使
用
さ
れ
た
先

述
の
質
問
群
Ⅰ
を
独
立
変
数
に
し
、
投
票
動
機
を
促
進
す
る
「
選
挙
で
投
票
に
行
く
の
は
、
自
己
利
益
を
守
る
た
め
で
あ
る
」
と

い
う
自
己
保
存
本
能
、
さ
ら
に
「
や
る
氣
」
と
「
自
殺
志
向
」
を
従
属
変
数
に
し
て
、
両
者
の
関
係
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
と
り
あ
え
ず
、
質
問
群
Ⅰ
の
二
〇
の
質
問
項
目
は
、
類
似
の
も
の
が
多
数
あ
る
と
判
定
さ
れ
る
の
で
、
相
関
係
数
を
出

し
て
、
類
似
の
質
問
項
目
を
削
除
し
、
質
問
群
Ⅰ
を
② 

③ 

⑥ 

⑦ 

⑨ 

⑪ 

⑫ 
⑬ 
⑭ 
⑱ 

⑳
の
一
一
項
目
に
縮
小
し
た
。
さ
ら
に
、
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こ
の
一
一
の
質
問
項
目
の
特
徴
を
把
握
す
る
た
め
に
、
主
成

分
分
析
（
バ
リ
マ
ッ
ク
ス
回
転
）
に
か
け
て
み
た
。
表
２
は
、

そ
の
結
果
で
あ
る
。
第
一
主
成
分
（
分
散
の
％　29.688

）
は
、

左
記
の
四
つ
の
項
目
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、「
問
題
解
決
」

の
成
分
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

・
⑪
人
の
長
所
を
見
つ
け
て
積
極
的
に
ほ
め
る
。

　

・
⑫
自
分
の
思
い
ど
お
り
に
な
ら
な
い
問
題
に
ぶ
つ
か
っ
て
も
イ
ラ
イ
ラ
せ
ず
に
じ
っ
く
り
忍
耐
強
く
取
組
む
。

　

・
⑬
自
分
は
人
に
よ
い
印
象
を
も
た
せ
ら
れ
る
。

　

・
⑭
話
し
合
い
の
と
き
、
自
分
の
見
解
の
主
張
よ
り
、
相
手
の
見
地
に
立
っ
て
考
え
る
よ
う
に
努
め
る
。

　

第
二
主
成
分
（
分
散
の
％　10.259

）
は
、
左
記
の
四
つ
の
項
目
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
志
」
と
呼
ば
れ
る
成

分
だ
と
考
え
ら
れ
、「
志
」
概
念
を
定
義
づ
け
て
い
る

（
6
（

。

　

・
③
自
分
の
欠
点
や
短
所
を
気
に
し
た
り
悩
ん
だ
り
せ
ず
、
長
所
を
生
か
そ
う
と
す
る
。

　

・
⑨
人
に
忠
告
や
批
判
を
す
す
ん
で
求
め
る
。

　

・
⑱
本
を
読
ん
だ
り
、
夜
間
の
学
校
に
通
っ
た
り
し
て
、
自
己
啓
発
の
た
め
の
時
間
を
毎
日
と
っ
て
い
る
。

　

・
⑳
自
分
が
人
生
に
な
に
を
求
め
、
な
に
に
な
り
た
い
か
と
い
う
生
涯
設
計
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

表２　主成分分析

成分
1 2 3

②
③
⑥
⑦
⑨
⑪
⑫
⑬
⑭
⑱
⑳

.292

.351
-.296
.224
.237
.580
.637
.714
.634
.128
.150

-.113
.573
.464
.135
.496
.218
.278
.229
.076
.666
.697

.683

.166

.595

.699

.110

.244

.108
-.040
.242
.025

-.017
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第
三
主
成
分
（
分
散
の
％　10.126

）
は
、
左
記
の
三
項
目
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、「
人
を
理
解
す
る
」
成
分
で
あ
る
と
い
え

よ
う
。

　

・
②
相
手
が
話
し
て
い
る
と
き
、
自
分
の
意
見
を
は
さ
ま
ず
じ
っ
く
り
と
聞
く
。

　

・
⑥
ほ
か
の
人
が
、
自
分
の
噂
を
し
て
い
て
も
気
に
せ
ず
冷
静
で
い
ら
れ
る
。

　

・
⑦
他
人
に
つ
い
て
あ
れ
こ
れ
批
判
し
た
り
、
判
断
し
た
り
せ
ず
、
そ
の
人
を
理
解
す
る
よ
う
に
努
め
る
。

Ａ
Ｉ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
掲
げ
て
い
る
先
述
の
三
つ
の
目
標
と
一
〇
の
ラ
ン
ド
内
容
が
、「
問
題
解
決
」、「
志
」、「
人
を
理
解
す
る
」

と
い
う
三
つ
の
主
成
分
と
う
ま
く
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
三
つ
の
主
成
分
を
潜
在
変
数
に
し
て

共
分
散
構
造
分
析
に
か
け
、「
自
己
保
存
」
本
能
、「
や
る
氣
」、「
自
殺
志
向
」
と
の
関
係
を
考
察
し
た
。
有
意
な
モ
デ
ル
は
、
図

３
の
よ
う
な
「
志
」
に
関
す
る
も
の
だ
け
で
あ
っ
た
。
図
３
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
一
一
の
質
問
項
目
の
「
志
」
と
い
う
主
成

分
の
み
が
「
自
己
利
益
（
自
己
保
存
本
能
）」
と
「
や
る
氣
」
と
有
意
な
因
果
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

Ａ
Ｉ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
高
等
教
育
に
導
入
し
て
、
学
生
た
ち
に
Ａ
Ｉ
Ａ
を
体
験
さ
せ
れ
ば
、「
志
」
が
、
自
己
保
存
本
能
意
識
を

高
揚
さ
せ
て
、
投
票
参
加
を
促
進
し
、
ま
た
、「
志
」
に
よ
っ
て
、「
や
る
氣
」
も
で
て
く
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
Ａ
Ｉ
Ａ
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
高
等
教
育
へ
の
導
入
が
極
め
て
有
意
義
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ａ
Ｉ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
「
自
殺
志
向
」
を
矯
正
で
き
る
と
い
う
よ
う
な
因
果
関
係
は
、
今
回
は
残
念
な
が
ら
、
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
近
日
実
施
予
定

の
本
調
査
で
は
、
東
北
大
震
災
の
心
理
的
影
響
、
経
済
危
機
に
よ
る
ア
ノ
ミ
ー
（
既
成
の
価
値
観
崩
壊
）
な
ど
の
別
の
要
因
を
探

り
、
ま
た
サ
ン
プ
ル
数
を
増
加
す
る
な
ど
の
デ
ー
タ
の
改
善
を
図
り
、「
自
殺
志
向
」
の
分
析
を
改
め
て
検
討
し
て
み
た
い
。
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な
お
、
す
で
に
、
日
本
の
一
〇
〇
近
い
大
学
で
、
Ｇ
Ｄ
を
活
用
し
、

形
式
的
に
は
Ａ
Ｉ
Ａ
に
類
似
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
大
学
教
育
の
新
入

生
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。
ラ
ー
ニ
ン
グ
バ
リ
ュ
ー
社
（
Ｒ
Ｖ
）
に
よ

る
組
織
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
自
己
の
探
求
」
が
こ
れ
で
あ
る
。
左
記

の
よ
う
な
五
つ
を
目
標
に
、
お
お
よ
そ
一
〇
個
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

が
設
定
さ
れ
、
二
日
間
の
集
中
講
義
が
設
定
さ
れ
て
い
る

（
6
（

。

　
　

①　

チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
体
験
を
す
る

（
7
（

②　

チ
ー
ム
を
つ
く
る
相
互
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
体
験
を
す
る

③　

他
者
の
自
己
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
協
力
す
る
体
験
を
す

る

④　

①~

③
を
通
じ
て
受
講
前
よ
り
自
己
理
解
が
深
ま
る

⑤　

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
の
自
己
の
特
徴
を
理
解
す
る
と
と

も
に
、
他
者
に
協
力
す
る
こ
と
で
チ
ー
ム
に
貢
献
で
き
る

こ
と
を
理
解
す
る

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
1
「
あ
な
た
の
学
習
ス
タ
イ
ル
」

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
2
「
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
・
自
己
紹
介
」

やる気 自殺志向 自己利益

e5 e6 e7

e1 e2 e3 e4

明確な
生涯設計

自己啓発
の時間

長所を
生かす

人の忠告
批判受容

志

.34 .16 .40 .11

.07

.58

.00 .05

.40 .63 .33

.26 .23-.04

Ｐ値＝.099
ＧＦＩ＝.974

図３　共分散構造分析
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グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
3
「
総
当
た
り
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
4
「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
求
め
て
」

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
5
「
私
の
大
切
な
も
の
」

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
6
「
私
の
ラ
イ
フ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
」

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
7
「
私
を
生
か
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
8
「
バ
ス
は
待
っ
て
く
れ
な
い
」

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
9
「
イ
メ
ー
ジ
交
換
」

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
10
「
私
の
得
た
こ
と
・
学
ん
だ
こ
と
」

「
自
己
の
探
求
」
コ
ー
ス
で
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
課
題
を
協
力
し
な
が
ら
解
決
し
、
よ
り
よ
い
チ
ー
ム
を
作
っ
て

い
く
体
験
の
中
で
、
自
己
理
解
、
他
者
理
解
、
目
標
の
統
合
を
達
成
し
、
学
生
生
活
へ
の
自
信
を
深
め
さ
せ
る
こ
と
を
ね
ら
い
と

し
て
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
自
己
理
解
を
深
め
る
体
験
が
大
学
生
の
心
理
的
側
面
に
及
ぼ
す
影
響
」
に
つ
い
て
は
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
バ
リ
ュ

ー
総
合
研
究
所
の
水
野
基
樹
氏
が
考
察
を
進
め
て
い
る

（
8
（

。「
自
己
の
探
求
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
た
学
生
た
ち
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
、
因
子
分
析
を
加
え
て
、「
自
己
理
解
の
変
容
」、「
学
校
理
解
の
変
容
」、「
他
者
理
解
の
変
容
」
と
い
う
三
つ
の

側
面
か
ら
、
そ
の
心
理
的
影
響
を
分
析
し
た
。「
自
己
理
解
の
変
容
」
に
つ
い
て
は
、
広
い
視
野
の
獲
得
、
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
、「
学
校
理
解
の
変
容
」
で
は
、
学
校
で
の
友
人
づ
く
り
、
学
校
行
事
へ
の
参
加
、「
他
者
理
解
の
変
容
」
に
つ
い
て
は
、
周
囲

へ
の
貢
献
、
他
者
尊
重
、
他
者
受
容
、
自
己
開
示
、
他
者
の
信
頼
と
い
う
五
つ
の
効
果
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
。
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し
か
し
、
現
実
的
に
は
、
現
在
の
学
生
た
ち
は
、「
失
わ
れ
た
二
〇
年
」
と
い
う
長
期
不
況
の
中
で
育
っ
て
き
た
た
め
か
、
あ

る
い
は
一
人
っ
子
が
多
い
た
め
な
の
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
が
、
人
間
関
係
づ
く
り
に
困
難
性
を
覚
え
、
さ
ら
に
は
自
ら
の
考
え

を
相
手
伝
え
る
術
を
身
に
着
け
て
お
ら
ず
、
人
を
説
得
す
る
の
が
不
得
意
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
こ
の
よ

う
な
基
本
的
な
問
題
を
克
服
す
る
の
に
、「
自
己
の
探
求
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
た
と
え
ば
、「
自
己
理
解
の
変
容
」
つ
い
て
は
、
広
い
視
野
の
獲
得
、
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
以
外
に
も
目
標
の
達
成
と
創
造
、

前
向
き
の
考
え
方
（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
シ
ン
キ
ン
グ
）、
問
題
解
決
な
ど
も
寄
与
率
が
高
い
。
し
た
が
っ
て
、
時
間
的
に
は
、
今
後
は
、

そ
れ
ら
を
一
層
高
揚
さ
せ
る
手
段
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
Ａ
Ｉ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
学
校
理
解
の
変
容
」
に
つ
い
て
も
、
今
後
は
寄

与
率
の
高
い
「
学
校
へ
の
興
味
」
す
な
わ
ち
学
習
意
欲
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
も

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
Ｇ
Ｄ
を
通
じ
た
合
宿
形
式
の
研
修
を
高
等
教
育
に
何
ら
か

の
形
で
活
用
す
る
た
め
に
は
、
学
生
た
ち
の
現
状
分
析
が
何
よ
り
も
必
要
で
あ

り
、
そ
の
よ
う
な
的
確
な
現
状
分
析
に
基
づ
い
た
高
等
教
育
が
構
築
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。「
教
育
と
は
何
か
」
と
い
う
大
き
な
問
題
も
立
ち
は
ば
か
っ

て
く
る
が
、
Ｇ
Ｄ
Ｉ
の
「
心
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
と
Ｒ
Ｖ
の
「
自
己
の
探

求
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
機
能
は
相
互
に
重
複
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
極
め
て
有

用
な
も
の
で
あ
る
。「
自
己
の
探
求
」
は
、
大
学
に
入
学
す
る
直
前
、
直
後
に

行
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
入
門
的
な
研
修
教
育
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の

志

高等
教育

チームビル
ディング

知識と
スキル

図４　教育方針の三本柱
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で
、
上
位
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
Ａ
Ｉ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
一
年
次
後
半
も
し
く
は
二
年
次
後
半
に
導
入
す
る
こ
と

が
、
当
面
の
高
等
教
育
に
は
必
要
な
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
知
識
と
ス
キ
ル
偏
重
の
教
育
か
ら
、「
志
」
と
チ
ー
ム
ビ
ル
デ

ィ
ン
グ
を
含
む
三
本
柱
を
基
本
方
針
に
掲
げ
た
教
育
改
革
が
急
務
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
（
図
４
参
照
）。
同
時
に
、

研
究
者
側
に
も
こ
の
よ
う
な
三
本
柱
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
欲
し
い
。
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）
に
加
筆
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

（
2
）　

高
木
晴
夫
・
千
田
茂
博
「
組
織
活
性
化
の
た
め
の
人
間
の
活
性
化
―
積
極
的
人
格
へ
の
変
容
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果
―
」、
慶
應
義
塾
経
営

管
理
学
会
『
慶
應
経
営
論
集
』
第
７
巻
第
１
・
２
号
、
３
２
―
４
９
頁
参
照
。

（
3
）　

被
験
者
は
平
成
二
二
年
一
〇
月
か
ら
平
成
二
五
年
二
月
に
か
け
て
Ｇ
Ｄ
Ｉ
の
川
崎
生
涯
研
修
セ
ン
タ
ー
の
Ａ
Ｉ
Ａ
コ
ー
ス
に
参
加
し
た
人

た
ち
で
あ
る
。

（
4
）　

支
持
政
党
の
分
布
は
、
自
民
党
三
四
・
三
％
、
民
主
党
五
・
二
％
、
日
本
維
新
の
会
三
・
八
％
、
公
明
党
一
・
七
％
、
み
ん
な
の
党
一
・
七
％
、

共
産
党
〇
・
三
％
、み
ど
り
の
風
〇
・
三
％
、新
党
大
地
〇
・
三
％
、そ
の
他
〇
・
三
％
、支
持
政
党
な
し
五
一
・
九
％
で
、投
票
予
定
政
党
（
選

挙
区
）
は
、
自
民
党
四
四
・
三
％
、
民
主
党
五
・
二
％
、
日
本
維
新
の
会
三
・
八
％
、
公
明
党
〇
・
五
％
、
み
ん
な
の
党
一
・
四
％
、
共
産
党
〇
・

五
％
、
新
党
大
地
一
・
〇
％
、
未
定
四
三
・
三
％
で
あ
っ
た
。

（
5
）　

こ
こ
で
言
う
「
自
己
保
存
」
と
は
、「
利
己
行
動
」
と
言
う
言
葉
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
は
な
く
、
広
く
「
ど
の
よ
う
に
生
き
た
ら
ほ

ん
と
う
に
歓
び
に
充
ち
た
現
在
を
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
か
」
と
い
う
問
い
か
け
も
含
ま
れ
て
い
る
（
真
木
悠
介
『
自
我
の
起
原
―
愛
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と
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
動
物
社
会
学
―
』、
岩
波
書
店
、
参
照
）。

（
6
）　
「
志
」
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
グ
ル
ー
プ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
研
究
所
『
志
と
は
何
か
―
蘇
生
論
―　

志
学
の
す
す
め
①
』、『
志
と
は
何
か

―
実
践
編
―　

志
学
の
す
す
め
③
』、
タ
イ
プ
印
刷
、
非
売
品
が
参
考
と
な
る
。

（
7
）　

二
〇
一
三
年
度
武
蔵
野
大
学
シ
ラ
バ
ス
「
自
己
の
探
求
１
」（
中
村
剛
担
当
）
参
照
。

（
8
）　

チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
北
森
義
明
『
組
織
が
活
き
る
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
』（
東
洋
経
済
）
参
照
。

（
9
）　

水
野
基
樹
「
自
己
理
解
を
深
め
る
体
験
が
大
学
生
の
心
理
的
側
面
に
及
ぼ
す
影
響
」（
第
３
回
大
学
セ
ミ
ナ
ー　

学
士
課
程
教
育
で
の
チ

ャ
レ
ン
ジ
「
自
己
理
解
を
深
め
る
体
験
に
よ
っ
て
学
生
が
自
ら
動
き
出
し
た
！
」＜
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